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タ
イ
ト
ル
の
「
コ
ク
リ
コ
」
は

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
ひ
な
げ
し
」
の

こ
と
。
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
の
歌

に
「
♪
丘
の
上
ひ
な
げ
し
の
花
で

〜
」（
１
９
７
２
年
「
ひ
な
げ
し

の
花
」）
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
ひ
な
げ
し
の
咲
く
坂

道
を
登
っ
た
高
台
に
建
っ
て
い
る

古
び
た
洋
館
の
ア
パ
ー
ト
。
１
９

６
３
年
の
横
浜
。
ア
パ
ー
ト
か
ら

見
下
ろ
せ
ば
横
浜
の
港
が
見
え
ま

す
。
ア
パ
ー
ト
を
切
り
盛
り
す
る

松
崎
家
の
し
っ
か
り
者
の
次
女
・

海（
う
み
）は
毎
朝
、
住
人
と
家
族

の
朝
ご
は
ん
の
支
度
を
し
ま
す
。

そ
し
て
、
港
が
見
え
る
庭
に
降
り

て
、
船
か
ら
見
え
る
よ
う
に
「
航

海
の
安
全
を
祈
る
」
と
い
う
意
味

の
旗
を
掲
揚
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
毎
朝
、
通
学
の
足
代
わ

り
に
港
を
航
行
し
て
い
る
父

の
船
に
乗
っ
て
登
校
す
る
風
間

俊
。
海
も
俊
も
同
じ
港
南
学
園

（
高
校
）の
生
徒
で
す
。
海
と
俊
の

家
族
を
め
ぐ
る
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

過
去
の
で
き
ご
と
と
、
並
行
し
て

展
開
す
る
学
園
の
ク
ラ
ブ
活
動
の

拠
点
で
あ
る
生
徒
会
館
「
カ
ル
チ

ェ
ラ
タ
ン
」
の
取
り
壊
し
を
め
ぐ

る
騒
動
が
軸
に
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
九
の「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

の
メ
ロ
デ
ィ
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

に
流
れ
ま
す
。
ガ
リ
版
印
刷
や
路

面
電
車
、
自
由
な
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
、
半
世
紀
近
く
前
の
ア
ナ
ロ
グ

の
時
代
の
恋
と
友
情
、
家
族
の
絆

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

お
な
じ
み
ジ
ブ
リ
の
新
作
ア
ニ

メ
。
監
督
は
宮
崎

吾
朗
の
第
２
作

目
。
原
作
は
１
９

８
０
年
に
発
表
さ

れ
た
同
名
の
漫
画

「
コ
ク
リ
コ
坂
か

ら
」（
高
橋
千
鶴

／
画
・
佐
山
哲
郎

／
作
）。
２
０
１

１
年
に
は
映
画
に

合
わ
せ
て
文
庫
版

が
発
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
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「
難
波
津
に　

咲
く
や
こ
の
花
冬
ご
も
り　

今
を
春

辺
と
咲
く
や
こ
の
花
」
百
人
一
首
大
会
で
必
ず
最
初
に

詠
ま
れ
る
こ
の
歌
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
４
世
紀
末
に

朝
鮮
半
島
の
百
済
か
ら
日
本
に
渡
っ
た
王わ

仁に

博
士
が
詠

ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
王
仁
博
士
は
「
古
事
記
」

や
「
日
本
書
紀
」
に
登
場
し
、
日
本
に
漢
字
と
儒
学
を

伝
え
、
皇
子
に
学
問
を
教
え
た
人
物
で
あ
る
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
枚
方
市
藤
阪
に
は
「
王
仁
の
墓
」
と
伝
え

ら
れ
る
自
然
石
が
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
地

元
の
人
々
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
１
７
３
１

年（
享
保
16
年
）、
京
都
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
並
川
誠
所

が
、
当
時
「
オ
ニ
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
自
然
石

を
「
王
仁
の
墓

で
あ
る
」
と
断

定
。
領
主
に
進

言
し
、
墓
地
と

し
て
整
備
さ
れ

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の

「
墓
」は
明
治
時

代
に
な
っ
て
か

ら
も
地
元
の
人

々
に
よ
っ
て
祭

ら
れ
、
１
９
３

８
年（
昭
和
13

年
）に
は「
伝
王

仁
墓
」
と
し
て

大
阪
府
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
は
雑
草
が

生
い
茂
り
、
大
量
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
な
る
な
ど
散
々
な

状
態
の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
８
５
年
に
地
元

の
住
民
が
「
王
仁
塚
の
環
境
を
ま
も
る
会
」
を
結
成
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
を
し
、
韓
国
の
国
花
で
あ
る

「
無ム
グ
ン
フ
ァ

窮
花
」
を
植
え
る
な
ど
し
て
整
備
を
し
て
き
ま
し

た
。
日
韓
両
国
の
友
好
団
体
か
ら
寄
附
金
も
募
り
、
２

０
０
６
年
に
は
朝
鮮
様
式
の
百
済
門
も
完
成
し
ま
し

た
。
今
日
で
は
、
王
仁
博
士
が
実
在
し
た
人
物
か
ど
う

か
疑
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
伝
王
仁
墓
」
に
は
韓
国
か

ら
毎
年
約
５
０
０
０
人
の
修
学
旅
行
生
が
訪
れ
、日
韓

交
流
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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　万博記念公園南部の一帯には戦時
中、海軍大阪軍需部の倉庫がありまし
た。海軍の武器、弾薬などが保管さ
れ、用地の広さは56万5000㎡（甲子園
球場グラウンドの約43倍）ありました。
トンネルも５本あり、総延長距離が

1000メートルあったそうです。吹田市
は2000年３月、万博公園の東隣りにあ
る市のリサイクル施設に、倉庫跡地を
示す銘板を設置しました。「恒久平和
への誓いをあらたに、ここに銘板を設
置する」と記されています。

　

八
尾
市
は
市
域
の
約
３
分
の

２
が
遺
跡
範
囲
に
指
定
さ
れ
、

全
国
的
に
も
例
を
み
な
い
ほ
ど

遺
跡
が
密
集
し
た
地
域
で
す
。

こ
の
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は

「
掘
り
起
こ
さ
れ
た
八
尾
の
歴

史
」「
写
真
と
資
料
で
み
る
八

尾
の
風
景
」「
大
和
川
付
け
替

え
と
河
内
木
綿
」
の
３
つ
の
テ

ー
マ
で
常
設
展
示
が
さ
れ
て
お

の
付
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
、
旧
川
床
の
砂

地
が
木
綿
栽
培
に
適
し
、
大
坂

と
い
う
消
費
地
も
近
か
っ
た
た

め
に
「
河
内
木
綿
」
で
有
名
な

紡
績
業
も
盛
ん
に
な
り
ま
し

た
。
資
料
館
で
は
、
綿
繰
り
や

糸
つ
む
ぎ
な
ど
「
河
内
木
綿
体

験
」
も
で
き
ま
す（
要
予
約
）。

資
料
館
の
最
寄
り
駅
か
ら
、
一

り
、
八
尾
の
ま
ち
と
産
業
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

古
代
に
は
広
大
な
湖
「
河
内

湖
」
が
こ
の
地
域
に
広
が
り
、

大
和
川
流
域
の
肥
沃
な
デ
ル
タ

地
帯
と
し
て
弥
生
時
代
か
ら
耕

作
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
奈

良
時
代
は
難
波
と
大
和
の
国
を

結
ぶ
中
継
地
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
江
戸
中
期
（
宝
永
元
年
・

１
７
０
４
年
）
に
は
、
大
和
川

駅
足
を
伸
ば
せ
ば
、
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
で
信
貴
山
に
登
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

大
陸
か
ら
の
渡
来
人
・
王わ

仁に

伝
説

海軍地下弾薬庫跡

地
元
住
民
が
守
り
育
て
る

日
韓
交
流
の
シ
ン
ボ
ル

　「わが人生はすぐに消えてしまう露のようなものかもしれないな
あ。思えば栄華をきわめた難波（なにわ）の日々も、まるでいくつも
の夢のようであった」という秀吉の辞世の句。「なにはの事も」
は、大阪の「難波」と「何もかも」との掛詞とされています。豊臣　秀吉

露と落ち、露と消へにしわが身かな
なにはの事も夢のまた夢

　ペルシャ戦争史を著した古代ギリシャの歴史家・ヘロドトス（前
５世紀）の言葉。いまでも、戦争になると若者たちは兵士として戦
場に行き、悲嘆のうちに父たちが息子を葬っています。これが戦争
の現実です。

平和の時には、息子らはその父を葬り
戦いの時には、父たちはその息子を葬る

大
和
川
流
域
と

 
河
内
木
綿
の
歴
史
を
記
す一駅足を伸ばせば、信貴山へ

登るケーブルカーが 　　　

ミュージアムメモ
▶所在地／八尾市千塚３丁目180番１
号▶交通／近鉄大阪線「河内山本」駅
から信貴線に乗り換え。「服部川」駅
下車徒歩約８分▶開館時間／午前９時
～午後５時（入館は午後４時30分ま
で）▶休館日／毎週火曜日（祝日の場
合は開館）、年末年始、その他展示品
入れ替えによる臨時休館▶入場料／一
般200円（特別展は300円）、高校・大学
生100円（特別展は150円）、小中学生・
65歳以上は無料▶連絡先／電話072‒
941‒3601

ヘロドトス

八尾市立
歴史民俗資料館

（八尾市）

（枚方市）

（吹田市）

跡地は1970年の万博の時に埋められました

1960年代の学園自治と
家族の絆をアニメに　

田
園
風
景
の
中
に
映
え
る
白
壁
蔵
風

の
資
料
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百済門は韓国から来日した宮大工が建造しました


